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認は後回しとなり、私たちは発災直後には、適切に
被災状況を把握することができませんでした。また、
能登半島地震においては、スターリンクをはじめと
する衛星インターネットの活躍が注目をあびました
が、アンテナの据え付けなどに一定の知識や経験が
必要であることから、十分に活用されない避難所も
あったようです。
　このような課題に対応するため、被災地における
通信確保と被災状況把握に官民連携で対応する
体制を構築するため、省内外の方々とディスカッ
ションを重ねながら、制度整備に向けた検討に日々
励んでいます。

　総務省では、業界のトレンドや新技術にアンテナ
を張りつつ、過去の教訓を踏まえた政策をアウト
プットしています。勉強や政策のアウトプットは大変
な面もありますが、乗り越えた先には、大きな成長
と達成感が得ることができるやりがいのある仕事で
あって、総務省にはそれを実現できる環境が揃って
いると思います。
　災害発生時においても通信を確保するためにカ
ラダを動かし、また、そのための政策をアタマで考え
る総務省で一緒に働いてみませんか？

　令和６年１月１日１６時１０分、テレビからけたた
ましく流れる緊急地震速報に「これは一大事にな
る。」直感的にそのように感じ、パソコンを立ち上げ
ました。私が勤務している重要無線室では「非常時
における通信の確保」をミッションの一つにしてお
り、住民に災害情報を届ける防災行政無線の許認
可を担当するほか、災害発生時においては、その被
害状況のとりまとめなどを実施しています。
　そのため、能登半島地震の発生した令和６年１
月は、被害状況のとりまとめのほか、被災地方公共
団体への通信機器の貸出、首相官邸などで開催さ
れる会議への対応などがあり、文字どおり「正月返
上」での対応となり、公務員生活の中でも大変印象
に残る年明けとなりました。

　能登半島地震の対応では、私たちには課題も残
りました。
　例えば、災害の発災直後は、人命救助、食料・飲
料水の確保などが最優先で行われます。そのため、
地方公共団体における通信設備の被災状況の確
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　私は2024年に産休・育休から復職し、現在は夫
が育児休業中です。これまで周囲の上司や先輩職
員が男性・女性問わず積極的に育休を取得してお
り、同僚である夫とも自然に分担して育休取得する
流れとなりました。
　復職後も今後の働き方について相談し、上司・同
僚の温かいご理解・ご協力のお陰で、育児・勤務の
両立に向けて目下検討中です。今はお世話になる
ばかりですが、だからこそ、将来的には周囲の方が
個々人の事情に応じた持続可能な働き方ができる
よう尽力したいと考えています。

　「エリートばかりで周囲についていけないのでは」
これは、学生時代に私が抱いていた総務省のイメー
ジでした。その先入観から一歩進んで官庁訪問の
扉を叩いたことで、今ここで働いている私がいます。
　実際の総務省には、いつかこんな風になりたい、
一緒に仕事をしたいと思えるたくさんの方々がい
らっしゃり、それが自分の働き続けるモチベーショ
ンになっているほどです。
　もし少しでも業務内容に興味を持っていただけ
たのなら、一度説明会や官庁訪問に来ていただけ
ればと思います。より詳細な業務内容や魅力など丁

寧にお伝えするべく、お待ちしております。

　このパンフレットを見ている皆様は、CMでもお
馴染みのタクシーアプリの会社やコロナワクチンを
開発した有名企業など、意外と生活の身近なところ
にスタートアップや、かつてはスタートアップであっ
た企業が根付いていることをご存じでしょうか。
　現在、私は情報通信分野におけるスタートアップ
の研究開発を支援する施策を担当しています。　日
本では、今まさに多くのスタートアップの「芽」の創
出や育成が途上にあるところ、この仕事を通じ、革
新的なイノベーションをもたらす可能性のある研究
開発やビジネスが萌芽していく様に立ち会うことが
でき、予期せぬ問題の発生に悩みつつも、やりがい
を感じながら業務に取り組んでいます。
　私自身、入省前は総務省においてスタートアップ
支援施策が存在することさえ認識していなかった
のですが、情報通信という所掌の下、想像以上に多
彩な業務に携わることができるのが総務省ならで
はの魅力の一つと言えます。
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